









I. は じ め に
高 橋 秀 悦














② コ ス ト・プッシュによる総供給曲線の左方シフトがスタグフレーショ









一方, マ ネ タ リ ス ト はl ), ケインジアンが上の分析によって, 1回限り
の与件の変化が経済全体の産出量や物価水準に対してどのような影響を与

















1 )  ここに要約したマネタリストの見解は, 中谷〔30〕, 〔3l〕. 皆川〔280, 總谷
〔25〕およびDornbusch and Fischer li6〕に基づいている。
ケインジアンの総需要・総供給モデルから導かれる政策上の結論はマネタリ
ス トのモデルから導かれるそれとはかけはなれているけれども, モデル自体は









しかも, ケ イ ン ジ ア ン, マネタリストのいずれであれ,価格の決定および
価格調整のプロセスが「誰の何のための」行動なのかが明確ではない。 ま
た, ケインジアンの数量調整も具体的にはどのようにして行われるかが不








































を総需要関数A D と呼ぶことにする8 )。すなゎち,,
(1)y=C(y)十 .1「(・i)十G (ただし0くdC/liyく1, d「/diく0)
(2)L(y,1l)=M/p (ただし;1lL/ay> 0,aL/ai< 0 )
6) Frisch〔8〕を参照せよ。














(3) p= D(y) も し く はy=D -1(j')
と書き表し, これを総無要関数 A D と呼ぶことにする。ここで,C,I,L
はそれぞれ消費関数,投資関数,実質貨幣需要関数を, また,G ,Mはそ













8) この論文を含め最近の総解要関数と総供給関数の用,1播法は, Keynes〔220 の













ト原理と限界生産力通減の法則とから, それぞれ, 総供給関数を導出している。-99- 5
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総供給関数の考え方を継承する'o)。
プ ラ イ ス・セッターである企業が,主観的に予想する自己の生産物に対
する需要関数を






である! l )。 ここで,M R は企業が予想する需要関数が(4)式であるときの限



















































数 量  調 整
で き る で き な い
価格調整




設定するが, このときに, 需要と供給が一致する必然性はない。 われわれ
は, 企業がこれに対処するための行動様式として, 次の4つの型を考える
ことができる。すなわち,第1に,f)‘の下で需給が一致しなければ,需要









②aが伸縮的シフト・パ ラメー タ ーもしくは加法的シフト・パ ラメー タ ー で







量とを同時に調整する完全独占型'4 ), 第2に, P‘の下で, 生産計画量が実
際に市場に供給され, この供給量に需要量を一致せしめるように価格が調
































に,製品在庫量や受注残量をパッ フ ァ とーして確保していることは十分承
知しているけれども, この論文においては, 分析を簡単にするために, 企
業は製品在庫量や受注残量をもたないものと仮定して分析を進めて行く。
われわれが分析の対象としているプライス・セ ッ タ一企業は, 次のよう
に行動するものと考えられる。まず, この企業は, 当該期間の初めに,前
期の価格P一 と前期の生産量の実1績値 1y-*に基づいて,i)‘一,=f(y-*,














18) シフ  ト ・ パ ラ メ ー タ aーの他に, 需要の不確実性を示す確率変数および価格
調整コスト, 主体均衡を外れることから生ずる逸失利潤(out- f-equilibrium


























の y(0) に変更するであろうから, 再び上のプロセスが繰り返されること
になる。 したがって, 結局この期の各段階の需要スケジ:,_ー ルと生産のス
ケジ:,.ー ルは






に, この企業は,p,=MC(:y) となる生産量'、y のところまでは, なんらの





ロセスでn→ooのときの生産量を一.y とぉけば, この期の生産調整は, Min
C5:y,j^,)の生産量まで行われることになる。ここに,yt* =Min(-y,^1y)が成
立する。
なぉ,-1'は-:y=C(-y)+ .1「(i -y,Mfj),) )+G
の解であり, しかも,この解一yは,方程式(1)(2)の解, すなわち, 総需要関
数 .A Dから計算された値,j,‘a=D -'(p‘) に等しい2o)。
第2図は, これを示している。企業が需要曲線をi‘=f(j'‘°,a:)と予想
したとすると,企業はこの曲線とASとの交点Aによって,価格P‘を設





















1:= M C(.y) となる生産水準で生産を行うことが利潤極大となるからであ









塑 )  生産關整が, j'まで行われたときの有効需要は
;l,al'=C(jl)十I(:'( jl,M fp‘))十Gl
であり,:ll'* -.y の超過需要が生じている。 われわれは, このときの有効需要




















(9)p‘一.p‘一l=f(1yf)-f(:y‘一,* )  (ただしdffdyie <0)
00 p‘=S(:y‘つ (ただしdS/d:y‘C> 0 )
a0 p‘= MC0‘) (ただしdMC/d1l‘> 0 )
? か,=1)(il0 (ただしd D/'di;‘< 0 )
的 1y‘*= MinCl,, -y‘)
の方程式体系によって表現されることになる。y,*='、:y‘ となる局面を局面









は単調安定解となり, この動学的径路は, 総需要曲線A Dに沿つて, この
曲線と総供給曲線の交点E まで単調に進んで行く径路となる。
② Idffdy:.e、> ldD/dlll>ld S/dly‘elのときには, 体系は安定的振動解
となり, この動学的径路は,交点Eより北西のAD性i線の値と南東の.A D
曲線の値を交互にとりながら次第に交点Eへ向かって行く径路となる。

























を進むことになる。 第4図はこれを示している。 すなわち, 経済が局面1
のDl点から出発するときには, まず限界費用曲線MC と総需要曲線AD
の交点F ま で MC 曲線に沿つて進み,その後に,交点FからA D曲線と




タ グ フ レ ー シ・ンの過程である。経済が局面2のD2 点から出発するとき
にも, 交点E までAD曲線に沿つて進んでいくので, 同様にして, ス タ グ



















a0 C(1y) =a十b・3' (a> 0 ,0 <1tl<1)
011l 1(i)=c-d・t (c> 0 ,d> 0 )




ある。 次に, 企業の主観的な需要関数と限界費用関数と, それぞれ,,
a0 f( y,a) =a-1l;-y (a >0,P>0)



























? ul=yl'yf yt* 
と書き換えても, オークン法則の実質的意味が失われることにはならない。
ここで,,u,は失業率指標, また, uは正の定数である。
24) 生産関数 y=F CN,K)とォークン法則との間に次のような関係がある。 (た
だし,jVは労働投入量,Kは資本ストックを示している。) す な わ ち,資本ス
ト ッ ク を一定 (K=n として,生産関数をN,で テ イ ラ一展開すれば,







と書き改められる。さ ら に, e0 lll1 1式および.y‘*=:;1‘を考慮すれば
? n‘=A4/(As・ut-1十1)
が得られる。ただし,A.i「/A3,Asi:r/(δ,l,1ツ ) で あ る。
的式は, 物価上昇率と失業率指標の関係を示しており, これを図示すれ
ば原点に向かって凸で右下がりのフィリップス曲線(第5図のPhillips





経済が, 第4図の F→E あるいはD2→E のように総需要曲線に沿つて
進むときには,その動学的径路はe0,eら, e;:l 式とy‘*=-y‘によって示され
ることになる。この体系を解けば
国 p‘=B!・p‘一l 十B2・M/.p-十[B2( k・G-m)十B 3]




lf0 dl t/du: :-B 4(2yyf/u十Bs)yyt/ula
l;:1l がπ/dtll9=-2/u・an/du十2Bi(yyf)2/lu4






PhillipsCurve2) となるn)。 われわれは, 第4図の F→E や .,Dl2→E の













ことは, 第4図とォークソ法則とから明らかである。 なお, 第5図のE点は的
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りするとき, すなわち, 企業が主観的に予想する需要曲線の傾きβの値が-115- 21
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大きくなり,その需要の価格弾力性6が小さくなるときには,Phi11ips
Curve1 と P h加ips Curve2の傾きを急なものにするとともに,右上
方にシフトさせ,経済のパフ:t ーマンスを悪化させる27)。
賃金や原材料価格の上昇は, 企業の限界費用を增加させる。 限界費用の
增加は,限界費用曲線M C (y)の上方シフ ト (「の增加)とMC(y)の急
勾配(δの增加)とに分けて考えることができる。 MC( j')の勾配がより
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